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地域計画の「目標地図」の
現状を確認する参加者

1
0
年
後
の
農
業
意
見
交
換

農
地
利
用
「
地
傾
計
画
」
策
定
へ
茅
野
市

米
沢
、
金
沢
で
進
捗
状
況
説
明
会

の
主
力
農
家
が
担
う
と
と
も
に
、

農
地
の
集
約
化
を
進
め
、
農
作
業

の
効
率
化
を
図
る
ス
マ
ー
ト
農
業

も
導
入
し
て
い
く
と
し
た
計
画
案

が
示
さ
れ
た
。

地
球
温
暖
化
を
背
景
に
地
区
内

が
栽
培
適
地
の
一
つ
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
リ
ン
ゴ
や
ワ
イ
ン
用
ブ

1
0
年
後
の
農
地
利
用
の
在
り
方

を
示
す
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に

向
け
、
茅
野
市
と
市
農
業
委
員
会

は
1
7
日
、
米
沢
、
金
沢
両
地
区
で

農
地
所
有
者
や
耕
作
者
を
対
象
に

漠
状
況
の
説
明
会
を
開
い
た
。

米
沢
地
区
で
は
約
5
0
人
が
参
加
し

た
。
ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
農
地

を
対
象
に
現
状
と
1
0
年
後
の
農
業

や
耕
作
の
担
い
手
の
見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
参
加
者
と
意
見
を
交
わ

した。地
域
計
画
は
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
の
改
正
に
基
づ
き
、

国
が
全
国
の
自
治
体
に
策
定
を
求

め
て
い
る
。
将
来
の
地
域
の
農
地
の

在
り
方
を
農
地
所
有
者
や
耕
作
者

ら
の
意
向
を
反
映
し
て
ま
と
め
る
。

米
沢
地
区
の
説
明
会
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
「
米
沢
米

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
」
の
生
産
を
地
域

ド
ゥ
な
ど
の
果

樹
、
花
や
野
菜
の

栽
培
方
法
も
研
究

し
て
い
く
。
地
域

と
し
て
守
る
べ
き

農
地
は
約
1
0
0

0
筆
と
し
た
。
鹿

や
イ
ノ
シ
シ
の
防

止
柵
の
設
置
や
捕

獲
人
材
の
確
保
育

成
と
い
っ
た
鳥
獣

被
害
対
策
も
盛
り

込
ん
だ
。
同
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
市

が
農
地
所
有
者
を
対
象
に
今
後
の

農
地
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
地
域
と
し
て
守
る

農
地
の
1
0
年
後
の
予
定
耕
作
者
を

1
筆
ご
と
記
す
「
目
標
地
図
」
は

地
区
内
の
主
力
農
家
と
の
協
議
を

重
ね
て
骨
格
を
固
め
た
。
今
後
、

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
目
標
地

図
に
修
正
を
加
え
、
来
年
2
月
の

公
告
を
経
て
同
3
月
に
は
最
初
の

地
域
計
画
を
ま
と
め
る
。
市
内
で

は
ち
の
、
中
大
塩
両
地
区
を
除
く

8
地
区
で
計
画
作
り
が
進
ん
で
い

る
。
　
　
　
（
野
村
知
秀
）


